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２
１
０
０
人
が
参
加
し
た
京
都
弁
護
士

会
主
催
の
集
会
（
9
月
22
日
円
山
）



自衛隊駐屯地
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地
の
射
撃
訓
練

施
設
で
、
京
丹
後
市
経
ヶ
岬
の
米
軍
Ｘ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
米
軍
人
・
軍

属
が
実
弾
を
用
い
て
の
射
撃
訓
練
を
11

月
か
ら
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

地
元
で
は
、
「
京
都
に
２
つ
目
の
米

軍
基
地
が
で
き
る
の
と
同
じ
」
「
丹
後

で
は
、
相
次
ぐ
交
通
事
故
が
発
生
、
子

ど
も
た
ち
が
心
配
」
な
ど
、
不
安
と
心

配
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

実
弾
射
撃
訓
練
の
目
的
は
、
６
ヶ

月
間
で
失
効
す
る
米
軍
人
・
軍
属
の

射
撃
資
格
の
維
持
が
目
的
。
現
在
は

年
２
回
、
静
岡
県
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ

富
士
で
実
施
し
て
い
る
が
、
遠
距
離

で
あ
り
福
知
山
で
実
施
し
た
い
と
要

望
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
知
山
で
の
訓
練
は
、
年
間
２
０

日
間
（
４
回
、
１
回
あ
た
り
５
日
間
）

一
回
当
た
り
の
参
加
者
は
５
０
人
の

規
模
。
レ
ー
ダ
ー
基
地
か
ら
訓
練
場

ま
で
は
バ
ス
移
動
、
実
弾
や
銃
器
は

別
車
両
で
運
搬
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
が
自
衛
隊
基
地
を
使

用
す
る
の
は
、
日
米
合
同
委
員
会
で

「
共
同
使
用
施
設
」
に
し
た
後
、
閣

議
決
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地
元
福
知
山
で
は
、
「
こ
ん
な
重

大
な
こ
と
を
、
地
元
住
民
に
は
全
く

知
ら
せ
ず
に
、
米
軍
と
防
衛
省
、
国

や
京
都
府
で
進
め
て
い
た
の
か
と
腹

が
立
つ
」
「
丹
後
で
は
、
米
軍
関
係

者
の
交
通
事
故
が
頻
発
し
、
住
民
が

泣
き
寝
入
り
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
」
「
バ
ス
で
基
地
か
ら
福
知
山
ま

で
移
動
と
い
う
が
、
丹
後
で
は
、

『
住
宅
地
か
ら
基
地
へ
は
バ
ス
で
集

団
通
勤
』
と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、

ま
っ
た
く
守
ら
れ
て
い
な
い
」
「
実

弾
と
銃
を
持
っ
た
米
兵
・
軍
属
が
市

内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
の
か
と
不
安
」

な
ど
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
知
山
を
2
つ
目
の
米
軍
基
地
に

す
る
な
！

実
弾
演
習
は
認
め
な
い
！

の
声
を
、
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。
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京丹後の米軍基地で銃を前に携帯し警備に当たる
シェネガ社の軍属

銃を前に構え引き金に指をあてて警備する姿
は、沖縄でもあまり見られません。


